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こ
の
ほ
か
に
も、
一

九
O
九
（
明
治
四
二）

年
の
こ
ろ、

中
村
・

森
・

本
郡

の
百
姓
三
O
O
人
が
み
の
・

か
さ
を
付
け
て
身
を
固
め、

手
に
手
に
鍬
や
棒
を

持
っ
て
築
分
池
に
勢
ぞ
ろ
い
を
し、

当
時
の
年
行
司
藤
井
丑
松
ら
を
攻
め
上
げ

よ
う
と
し
た。

そ
れ
を
耳
に
し
た
丑
松
の
親
友
は
驚
が
く
し
て
早
速
三
秋
に
飛

ん
で
行
き
事
の
重
大
さ
を
詳
し
く
話
し
た
の
で、

年
行
司
も
直
ち
に
そ
の
対
策

を
練
り、

ま
た
時
の
村
長
永
井
貞
市
の
仲
裁
に
よ
っ
て
流
血
の
大
事
に
は
い
た

ら
な
か
っ
た。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に、

水
利
に
関
し
て
は
幾
多
の
難
問
題
を
抱
え
て
き

た
が、

大
谷
池
な
ど
の
大
築
造
で
水
利
問
題
は
大
い
に
緩
和
さ
れ
た
。

そ
の

後、

園
芸
の
発
達
と
と
も
に
農
業
用
水
の
需
要
は
大
い
に
増
し
た
が、

道
前
道

後
平
野
農
業
水
利
事
業
の
完
遂
と
経
営
的
・

技
術
的
進
歩
に
伴
い
、

本
市
に
お

い
て
も
三
秋、

森
の
一

部
を
除
い
て
果
樹
園
全
域
に
か
ん
水
施
設
の
完
備
を
見

こ
が、

今
日
で
は
施
設
は
廃
せ
ら
れ
た。

＼
生

道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業

道
前
・

道
後
平
野
地
域
の
用
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め、

昭
和
三
二
年
度
に

着
手
し
た
国
営
農
業
水
利
事
業
（
以
下
「
一

期
事
業」

と
い
う。）

は、

発
電
・

工
業
用
水
・

農
業
用
水
の
確
保
の
目
的
で、

昭
和
四
二
年
度
に
有
効
貯
水
量

二、

六
人
O
万
トン
の
面
河
ダ
ム
が
完
成
し
た。

更
に、

こ
れ
に
附
帯
し
て
実
施

さ
れ
た
県
営
事
業
に
よ
っ
て、

末
端
の
受
益
地
ま
で
農
業
用
水
の
円
滑
な
補
給

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り、

現
在
伊
予
市
で
は
水
田
約
七
五
七
か
・

畑
約
二
二

七
か
が
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る。

し
か
し、
一

期
事
業
完
了
後
は、

農
業
情
勢
も
大
き
く
変
貌
し
水
需
要
も
変

化
が
生
じ
て
き
た。

そ
の
主
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

①
田
植
機
の

普
及
・

兼
業
の
進
行
で、

用
水
の
短
期
集
中
に
よ
る
水
不
足、

②
都
市
化
の
進

展
に
伴
う
地
下
水
の
水
位
の
低
下、

③
ほ
場
整
備
が
進
む
に
し
た
が
い
、

用
排

分
離
に
よ
る
減
水
深
の
増
大、

④
転
作
の
普
及
に
よ
る
通
年
給
水
の
要
望
の
増

戸

大
な
ど、

ま
た、

施
設
に
つ
い
て
も
完
成
後
約
二
O
年
近
く
に
も
な
り、

老
朽

化
・

旧
式
化、

更
に
安
全
性
の
低
下
が
目
立
っ
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
農
業
用
水
の
需
要
構
造
の
変
化
に
対
し
新
規
水
源
の

確
保
を
図
る
こ
と
と、

施
設
の
近
代
化
・

合
理
化
を
図
る
た
め、

国
営
二
期
事

業
と
し
て、

道
後
平
野
側
の
農
地
に
用
水
を
供
給
す
る
佐
古
ダ
ム
、

道
前
平
野

側
の
農
地
に
用
水
を
供
給
す
る
志
河
川
ダ
ム
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る。
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武
知

政
右
衛
門

酒
造
業
者
で
あ
り、
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
人

一
八
七
三
ー一
九
三
九
（
明
治
六
1
昭
和一
四）
年

一
八
七
三
（
明
治
六）
年
二
月一
六
日、
中
村
に
生
ま
れ
た。
酒
造
業
を
営

む
か
た
わ
ら、
北
山
崎
村
村
会
議
員
と
な
り
村
政
に
力
を
注

いだ。

特
に、
郡
中
1
長
浜
線
の
郡
道
改
修
工
事
に
当
た
っ
て
は、
そ
の
中
心
と
な
っ

て
こ
れ
に
尽
力
し、
完
成
の
結
果
は
地
方
民
に
多
大
の
交
通
の
使
を
与
え
る
こ

と
に
な
っ
た。
ま
た、
学
校
建
築
委
員
と
し
て
教
育
面
に、
あ
る
い
は
北
山
崎

村
信
用
組
合
理
事
と
し
て
産
業
面
に
も
種
々
貢
献
し
た。

昭
和一
四
年
三
月
二
四
日、
六
七
歳
で
没
し
た。

武

智

惣
五
郎

活
力
に
満
ち
た
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

一
八
八
六
l一
九
六
二
（
明
治一
九
l
昭
和
三
七）
年

一
八
八
六
（
明
治一
九）
年一
月一
四
日、
上
三
谷
村
に
生
ま
れ
た。
同
四

O
年
二一
月、
南
伊
予
村
書
記
と
な
り、
更
に
同
四
四
年
九
月
収
入
役、
そ
の

後
助
役
と
な
り、
一
九一一一
（
大
正一
O）
年一
O
月
に
は
村
長
と
な
っ
た。

村
政
に
専
念
す
る
か
た
わ
ら、
伊
予
郡
農
会
評
議
員、
同
警
友
会
顧
問、
同

購
買
組
合
連
合
会
長、
愛
媛
県
樟
模
範
林
保
護
組
合
長、
産
業
組
合
中
央
会
愛

媛
支
会
の
評
議
員
と
し
て
郡
や
県
の
事
業
に
尽
力
す
る
と
と
も
に、
村
の
産
業

組
合
や
養
蚕
組
合、
農
会
な
ど
の
会
長
ま
た
は
組
合
長
と
し
て
各
方
面
に
活
動

し、
村
の
中
心
と
な
っ
て
村
政
に
当
た
っ
て
い
た
が、
一
九
二
六（
大
正一
五）

年
七
月、
村
長
の
職
を
辞
し
た。

一
月、
再
び
村
長
と
な
り、
昭
和
二一
年一
一
月
ま
で
そ
の
職

物人第 － 章

昭
和
四
年一

． 

に
あ
っ
て
村
内
は
も
と
よ
り
広
く
地
方
行
政
に
尽
く
し
た。
こ
の
間、
伊
予
郡

町
村
会
長・
全
国
町
村
長
会
理
事
な
ど
を
務
め、
昭
和一
五
年
二一
月
か
ら
は

県
会
議
員
と
し
て
県
政
に
参
与
し
た。
昭
和
三
O
年
伊
予
市
の
発
足
に
伴
い、

伊
予
市
初
代
の
市
議
会
議
長
と
し
て
市
政
面
に
も
尽
力
し
た。

こ
う
し
て
長
い
問、
公
職
に
あ
っ
て
地
方
行
政
面
に
力
を
注
い
だ
が、
こ
の

間
特
筆
す
べ
き
功
績
は
大
谷
池
の
開
発
で
あ
っ
た。
大
谷
か
ら
流
れ
て
い
る
大

谷
川
は
日
頃
は
水
に
乏
し
い
が、
一
た
び
大
雨
が
降
れ
ば
洪
水
と
な
り
田
畑
や

作
物
を
流
し
て
人
々
を
苦
し
め
た。
ま
た、
大
谷
川
に
沿
っ
た
地
帯
に
は
六
百

数
十
か
の
水
田
が
あ
っ
て、
付
近
の
池
か
ら
湛
瓶
用
水
を
取
っ
て
い
た
が、
日

照
り
が
続
け
ば
池
の
水
は
枯
渇
し
て
干
ば
つ
を
引
き
起
こ
し
た。
そ
こ
で
大
谷

池
の
開
発
を
考
え、
一
O
年
余
の
苦
心
を
重
ね
て
昭
和
六
年
そ
の
許
可
を
受

け、
翌
昭
和
七
年一
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
た。

そ
の
後、
種
々
の
難
関
を
乗
り
越
え、
苦
難
を
克
服
し、
一
四
年
の
歳
月
を

か
け
て
つ
い
に
昭
和
二
O
年
三
月
に
完
成
し
た。
こ
の
大
谷
池
築
造
の
陰
に

は、
氏
の
不
屈
な
意
志
と
揺
る
ぎ
な
い
卓
見
が
秘
め
ら
れ
て
い
る。

大
谷
池
の
堤
防
に
は
氏
の
長
年
に
わ
た
る
功
労
と
そ
の
徳
を
た
た
え
て
領
徳

碑
を、
ま
た、
伊
予
小
学
校
校
庭
に
は
胸
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る。
な
お、
昭

和
三
四
年
に
は、
藍
綬
褒
章
が
授
け
ら
れ
た。

昭
和
三
七
年
八
月二一
O
日、
七
七
歳
で
没
し
た。

武

智

勝

丸

石
鎚
神
社
中
興
の
神
宮・
偉
大
な
教
育
者

一
八
六
三
ー一
九
二
八
（
文
久
三
1
昭
和
三）
年

一
八
六
三
（
文
久
三）
年
九
月
二一
日
に、
南
伊
予
村
の
贋
田
神
社
の
社
家
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